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日
本
全
体
の
課
題
で
は
あ
り

ま
す
が
、
県
内
の
人
口
は
令
和

３
年
か
ら
減
少
傾
向
が
続
き
、

葉
山
町
も
少
し
ず
つ
人
口
減
少

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
「
住
み
続
け
た
い
街

ラ
ン
キ
ン
グ
」
３
年
連
続
全
国

１
位
に
輝
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
葉
山
に
住

む
多
く
の
方
が
こ
の
町
に
誇
り

を
持
ち
、
愛
着
を
持
っ
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
選
ば
れ

る
よ
う
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
町
が
持
続
可
能
な
ま
ち

と
な
る
よ
う
に
魅
力
を
高
め
、

活
性
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
本
年
が
実
り
多
き
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
議
長
　
　
伊
東
　
圭
介

現
代
に
お
い
て
も
「
良
質
な
住

宅
の
町
」
と
し
て
人
気
が
高
い

こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い
事
実

だ
と
思
い
ま
す
。

　　
次
の
１００
年
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
る
令
和
７
年
度

は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
第
五
次
葉
山
町
総
合
計
画
」

の
初
年
度
に
な
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
議
決
し
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」

や
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
等
の
葉
山
町
の
方
向
性
を

示
す
重
要
な
計
画
が
ス
タ
ー
ト

す
る
年
に
な
り
ま
す
。

　
葉
山
町
議
会
は
、
令
和
７
年

５
月
よ
り
議
会
機
能
の
強
化
や

運
営
の
充
実
・
活
性
化
を
図
り
、

議
会
が
主
体
的
か
つ
機
動
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
「
通
年
議

会
」
に
移
行
し
ま
す
。
山
積
す

る
行
政
課
題
に
対
し
議
会
と
し

て
も
町
民
の
皆
様
に
、
よ
り
納

得
し
て
頂
け
る
よ
う
に
戦
略
的

か
つ
計
画
的
に
解
決
す
べ
く
努

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
葉
山
町
は
、
明
治
22
年
の
町
村

制
に
よ
り
６
カ
村
が
合
併
し
て

葉
山
村
と
な
り
、
大
正
14
年
の

町
制
施
行
か
ら
１００
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
明
治
22
年
に
横
須
賀
線
が
開

通
し
、
ド
イ
ツ
人
医
師
の
ベ
ル

ツ
博
士
と
イ
タ
リ
ア
公
使
の
マ

ル
チ
ー
ノ
氏
に
よ
り
、
葉
山
が

風
光
明
媚
、
気
候
温
暖
の
地
と

し
て
推
奨
さ
れ
、
宮
家
や
有
力

者
の
別
荘
の
建
設
が
始
ま
り
ま

し
た
。
明
治
27
年
に
、
葉
山
御

用
邸
が
建
て
ら
れ
「
保
養
の
町
」

「
別
荘
の
町
」
と
し
て
全
国
的

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多

く
の
別
荘
や
住
居
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

そ
し
て
令
和
と
時
代
は
移
り
、

か
つ
て
の
別
荘
や
保
養
所
も
開

発
に
よ
る
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン

と
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
が
、

第4回
定例会
11月27日～
12月13日

補正予算、条例、陳情等の審議

バスベイ用地売却 1224万円

Q：逗子側の残り半分の用地は。
A：県が地権者と交渉中だ。令和7年度中の完成を目指す。
Q：完成まで、葉山側の半分だけのバスベイで運用して大
丈夫か。

A：バスの後ろ半分が道路にはみ出す形になる。これから
京浜急行、警察と安全対策を協議する。

歳 入

風早橋バス停（逗子行き側）の整備のため、
町の土地を県に売却

ゼロ・ウェイスト
推進事業 240万円

Q：2回目の補正予算だが、買い替え需要ではないか。
A：買い替えより、生ごみの分別収集が始まるためではな
いか。

Q：可燃ごみのうち、どれだけが生ごみか。
A：重量で40～45%だ。
Q：生ごみ減量を推進してほしいが。
A：ベランダdeキエーロを宣伝したい。

歳 出

家庭用電動生ごみ処理機の購入費補助金の増額

教育センター
維持管理事業 164万円

Q：災害時にはボランティアの拠点となる場所なので、蓄電
池をつけてほしいが。

A：電力の余剰分をどうするか、検討する。
Q：※ペロブスカイト型のパネルを設置してほしいが。
A：実用化はまだ先だと考
えている。フレキシブル
ソーラーパネルという
新技術を検討中だ。

※軽くて柔軟性がある、次
世代型太陽電池

歳 出

太陽光設備設置工事に係る
電気設備の設計業務

書かない窓口 55万円歳 出

総合案内に会計年度任用職員を増やすため

法規訟務経費 103万円

　元消防団員の原告が、元消防団長からパワーハラスメン
トを受けた、消防団への再入団を拒否された等の内容で、町
に対し慰謝料300万円、弁護士費用30万円他の損害賠償
を求めたもの（判決は慰謝料50万円、弁護士費用5万円他）

　令和7年1月から「はやまrakuっと窓口」がスタート、住民票等の申請時に
最小限の記入で済むようになる。

歳 出

損害賠償請求事件に係る賠償金及び
代理人弁護士報酬等

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
頭
に
当
た
り
、

葉
山
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す

拡幅予定の風早橋バス停

新しくなった総合案内

Q：控訴の棄却を想定できなかったのは問題ではないか。
A：再入団の件で町の人事権が認められなかったのは不
服だが、結果は受け
止める。他の訴訟も
あるので、気を引き
締めていく。

N
E
X
T
１００
に
向
け
て

町
制
施
行
１
０
０
周
年

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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一方通行出口付近

●一方通行を交互通行にすることが現実的だ。
●拡幅が望ましいが、陳情で
求めている確認事項は、町
が窓口で答えられる。

●人事院勧告は
　一般の公務員が
　対象だ。

反対討論

介護保険給付費
支払基金条例の改正

Q：なぜ支出先を広げる必要があるのか。
A：利用者が増えたので不足が生じた。令和7
年度に当初予算を増額して、基金に戻す。

可 決

保険給付費だけでなく、使途を増やし
地域支援事業費及び
保健福祉事業費にも充当するため

議員の期末手当引き上げ（議会議案）可 決

人事院勧告に伴う町の改正を勘案し、
支給率を年間計4.5月から4.6月に改める

第五次葉山町総合計画可 決

2040年のあるべき姿を目指し、
町の最上位計画である総合計画を策定
　～人口減少時代でも、子育ての場として選んでもらえる町に～

委員会審査では可否同数で、委員長判断により採択

●消防団の定員割れは深刻であり、多様な人材の確保に効果が
ある。特に、女性の参画に有効だ。

賛成討論

消防団条例の改正

Q：応募の条件は。
A：主に消防団の経験者を想定している。特定団員については女性防火防災クラブ
の経験者、手話や語学のできる人などだ。

Q：通常の消火活動等には出動しないのか。
A：その通りだ。大規模災害時に、後方支援をして
もらう。

Q：正規の女性分団員を増やすべきではないのか。
A：今いる1人も退職の予定だ。更衣室やトイレの
整備も今後の課題だ。

可 決

特定の消防事務に従事する、機能別消防団員
制度（定数27人）の導入のため

星

●町の動向に添った
　妥当な改正だ。
●反対するなら基準を示すべきだ。

賛成討論

賛成討論賛成討論

通年議会への
移行（議会議案）

　議会が主体的かつ能動的に活
動できるよう、令和7年第2回定
例会から試行的に開始する。選挙
の時期を考慮し、毎年5月～4月
のサイクルで通年議会とする。

可 決

通年議会の実施に向け、
令和7年のみ、定例会の
回数を2回とする改正

笹本土佐

土佐

近藤

●災害時の安全対策を、行政に求めることは当然だ。
●避難できる空地は必要だ。
●町には空地に関する規定がなく、研究が必要だ。

●民間の開発と、防災空地確保は別の話だ。
●個人や民間でも、安全対策を考えるべきだ。

●一方通行の出口が狭いので、町道拡幅
は必要だ。

●交通量が増える中、交互通行にしたら
危険が増す。

反対討論
反対討論

空地の確保

防災広場の確保と、緑地や
空地を減らさない政策を求める

町道拡幅の交渉

トゥモローランド・ホテルの営業に向けた、
町道拡幅の早期交渉開始を求める

→本会議では7：6で採択
委員会審査では賛成少数により不採択
→本会議では6：7で不採択

討論があった陳情審査

近藤 中村

三浦

土佐 三浦

石岡

金崎 窪田

採 択 不採択

将来の人口構成

堀内防災広場

議会だより 第159号 令和7年1月23日発行議会だより 第159号 令和7年1月23日発行
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総務建設常任委員会

議会運営委員会

委員長　近藤昇一

委員長　土佐洋子

トゥモローランド・ホテル問題に関する雨宮部
長の一般質問6月20日答弁内容の確認を求
める陳情書

トゥモローランド・ホテル問題に関する雨宮部
長の一般質問10月９日答弁内容の確認を求
める陳情書
　２件は一括審査としました。
　委員から「事業者と部長のやり取りを、はっきりさせる
ため」と、継続審査の動議が出され、賛否同数であった
ため、委員長が継続審査としました。

所管事務調査

議会改革
●通年議会制の導入
　令和７年から通年議会に
移行するために、会期を毎年
５月に開会し、末日は議員の
任期に合わせた４月30日と
しました。令和７年は、例年
どおり第１回定例会を開催
し、５月から通年で実施する
こととなります。

●葉山町公式ＬＩＮＥを活用し町
　議会の情報発信を行います。

●

●

　公園の新設、廃止、統合の整備計画の中間報告を受
けました。

◆公園整備計画の策定について◆公園整備計画の策定について

　現計画が8年を経過し、環境の変化等から計画改定
を予定しているとの説明を受けました。

◆葉山町都市計画マスタープラン改定について◆葉山町都市計画マスタープラン改定について

　老朽化が進むなかで、適切に維持管理を行うための
計画の中間報告を受けました。

◆南郷上ノ山公園長寿命化計画の策定について◆南郷上ノ山公園長寿命化計画の策定について

葉山町公式LINE

●議員活動把握のため、３回目となる議員活動実態調
　査を令和７年５月から１年間実施します。
●委員会のオンライン会議の導入に向けた調査を積極
　的に進めます。
●葉山町議会議員政治倫理条例第12条の改正に向け
　て結論を出していきます。

　11月５日熊本県あさぎり町議会、11月20日北海道
大空町議会からの視察がありました。
　議会中継、議会基本条例の検証や議会ＢＣＰなど議
会改革について意見交換ができ、とても有意義な時間
となりました。

●

●

●

視察受け入れ

◆葉山町地域公共交通会議の現状について◆葉山町地域公共交通会議の現状について
　パブリックコメントの説明と、付随して「はやまる
タクシー実証運行事業」の中間報告を受けました。
1.運行期間
　10月21（月）～11月22日（金）時点　平日24日間

2.利用者数
　102人（10月33人　11月69人（うち2人は未就学児））

1日平均当り1,079円3.収入状況

区分 合計

人数
金額

41人
8,200円

59人
17,700円

100人
25,900円

200円区域
（長柄内）

300円区域
（長柄一堀内間）

南郷上ノ山公園の
インクルーシブ遊具

議会だより 第159号 令和7年1月23日発行
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（３）議会キッズページについて
　議会ウェブサイト開設と同時に導入されました。小学校３
年生を対象として、読み仮名や、わかりやすい言葉での説明
など工夫されていま
す。特に「町議会体験ツ
アー」のページは、施設
の地図にカメラマーク
を付け、マークをクリッ
クすると場所の写真が
あり、見た方から好評
だそうです。

●デジタル化促進も合せ、取組んでいかなければと思いまし
　た。議員の年齢を問わず、新しいことにどんどんチャレンジ
　していこうとする姿勢に感銘を受けました。議会ホーム
　ページや動画を使った発信の効果など、研究していきます。

●

教育民生常任員会 委員長　石岡実成

●10月15日北海道栗山町議会視察がありました。議会だ
　よりの編集や議会だよりの紹介動画の取組みについて意
　見交換を行い、とても有意義な時間となりました。

●

議会広報常任委員会

議会改革
●議員個々のデジタルリテラシーの向上のため「ｍｏｒｅ ＮＯＴＥ」
　の研修会を実施しました。
●キッズページに関して、案を作成し検討していきます。

●

●

視察受け入れ

委員長　荒井直彦

審査結果

　委員からは「昨年から大きな改善点はみられない」「陳情内
容は現場の切実な願いである」との意見が出され、採決の結
果、全会一致で採択し、意見書を提出することとしました。

　「医療・介護崩壊」は他の先進諸国と比べても圧倒的
に少ない医師や看護師、介護職員や保健師の不足が根
本的な原因である。自然災害時の対応や、新たな感染
症に備えるためにも、平常時から必要な人員体制の確
保を国の責任で行うよう要望する。

　委員からは「介護職員のベースアップはあったものの、処
遇改善加算としての扱いのため利用者負担がある。全額国
の負担を求めることは非常に重要な部分である」「全産業で
５～10％のベースアップがあった中で、ケア労働者の賃金が
低い実態は、今後も問いかけていくべき問題である」との意
見が出され、採決の結果、全会一致で採択し、意見書を提出
することとしました。

審査結果

審査結果

　委員からは「生徒がお金の心配をすることのないように国
は教育費を無償とすべき」「県の教育に対する姿勢が問われ
る」「同じ学校に通うのに、住む場所で費用負担が異なる実態
はおかしい」との意見が出され、採決の結果、全会一致で採択
し、国・県それぞれに対し意見書を提出することとしました。

意見書   国へ

意見書   国へ

意見書   国へ

意見書   県へ

私学助成を求める声

安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処
遇改善を求める陳情

　２件は審査の効率化を図るため一括審査をしました。

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求
める陳情

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提
出を求める陳情

　年収によっては高額の負担が残っており、殊に多子家
庭では多大な負担となる。実態に応じた授業料無償化世
帯・支給対象拡大などが求められている。一方、私立学
校への経常費助成金の大幅な増額、とりわけ「少人数学
級」と「専任教諭増」の実現は喫緊の課題である。公私の
学費格差をさらに改善し、すべての子どもたちに学ぶ権
利を保障するため、私学助成の一層の増額を要望する。

　神奈川県の経常費補助は、幼稚園を除いて小・中・高と
国基準額に達していず、全国順位は、最下位水準である。
　さらに、授業料補助は補助対象が授業料に限定され
ているため、生活保護世帯でも施設整備費等の負担額
が年間約27万円残されている。私立学校に通う児童生
徒の保護者負担を軽減し、すべての子どもたちの学ぶ
権利を保障するため、令和７年度予算において私学助成
拡充を強く要望する。

　過酷な労働実態とそれに見合わない低賃金による人
員不足から「医療・介護崩壊」を繰り返さないためにも、緊
急な処遇改善策を国の責任で実行する必要があり、対策
を要望する。

審査結果
　委員からは「介護保険制度は３年毎に改正があるため、声
を上げ続けないと良い方向に変わらない」「町も国や県に
しっかりと働きかけている。議会も後押しをすべき」との意
見が出され、採決の結果、全会一致で採択し、意見書を提出
することとしました。

　2024年度介護報酬は改定後も、全産業平均との月
額約７万円の賃金格差を埋めるには程遠い。
　さらに、訪問介護報酬が引き下げられ、小規模の
訪問介護事業所
が廃業に追い込ま
れる事態が生じて
いる。介護現場の
人手不足は深刻
で、介護保険制度
そのものが崩壊し
かねず、対策を要
望する。

介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改
善を求める陳情

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し
すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める
陳情

（２）議会ホームページについて
　令和４年９月に議会独自での掲載を開始し、多様な動画を
取り入れることで「読む」ウェブサイトから「見る」ウェブサイ
トへと変革し、閲覧数は２年で１０％程増加しています。

開成町議会ホームページ

開成町議会キッズページ

11月14日　開成町議会

（１）議会だよりについて
　令和４年に「読む」から「見る（魅せる）」改革として、A4判
の冊子からタブロイド判（Ａ３で４ページ）に変更しています。
詳細はウェブサイトに誘導し、議会だよりと議会ウェブサイト
を広報の両輪と
考えた改革を進
め、紙面の情報
量の整理・削減
をしています。

開成町議会だより

視察報告

折り紙を楽しむ利用者

意見書   国へ

視察の概要、
各委員の所管は
議会ホームページを
ご覧ください。
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クリーンセンター再整備に関する特別委員会 委員長　金崎ひさ

総合計画特別委員会

所管事務調査

　生ごみ資源化処理施設の建設が遅延しており、完
成が４～５カ月遅れるとの報告を受けました。それに伴
い、２市１町（逗子・鎌倉・葉山）との調整を図っていると
のことです。
　逗子市は、令和７年３月からの生ごみ分別収集を中
止し、資源化施設の完成後に生ごみ分別収集を考え
るとのことです。現在焼却している逗子市と葉山町の
生ごみが減る部分で、鎌倉市の燃やすごみを受け入
れる計画への影響も大きくなる懸念があります。
　生ごみ資源化処理施設の完成が遅れる理由書と工
期延長申請書は未だ事業者から届いていません。届
き次第、当委員会への報告をするとのことでした。
　国からの交付金は年度をまたいでの支払は見込め
ないとのことなので、令和７年３月末完成部分のみが
交付対象となります。４月以降の部分に関しては、全て
町費対応となる見込みです。

　１年以上にわたる本委員会からの意見や総合計画審議
会における調査審議、またパブリックコメントを通じて広く
意見を集約し、所管課との調整を幾度となく重ね策定され
たものとなっていました。
　委員から「総じて本委員会の意思は反映されている」と
の意見でまとまり、全会一致により可決しました。

　11月６日から町内各所で開催されている説明会で
資源化処理施設の完成が遅れる報告をしていなかっ
たため、説明することを申し入れました。

鹿児島県志布志市内に設置しているステーションと紙おむつ専用回収BOX

フレコンバック

◆再整備工事進捗状況◆再整備工事進捗状況

◆生ごみ分別収集に係る説明会◆生ごみ分別収集に係る説明会

　視察を踏まえて、町の対応方針（案）が示されました。
●対象を紙おむつに限定する
●設置場所や地域ごとの数は検討が必要ではあるが
　拠点回収を行う
●資源化を行う事業者の誘致と、国・県への働きかけを
　行う

●
●

●

　町内33カ所あるマン
ションの管理人等より状
況把握をし、対応可能及
び問題のないマンション
は27カ所でした。残りの
６カ所は、フレコンバック
等の対策で対応します。

◆生ごみ分別収集におけるマンション集積場の
　課題
◆生ごみ分別収集におけるマンション集積場の
　課題

◆環境課職員の「紙おむつ収集」先進地視察報告◆環境課職員の「紙おむつ収集」先進地視察報告

クリーンセンター整備状況

委員長　待寺真司

議会だより 第159号 令和7年1月23日発行

定
例
会
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

9 議会だより 第159号 令和7年1月23日発行

新
年
の
あ
い
さ
つ

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

8



議会だより 第159号 令和7年1月23日発行議会だより 第159号 令和7年1月23日発行

定
例
会
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

新
年
の
あ
い
さ
つ

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

89

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　議員氏名（議席順）
　議案・決議・意見・陳情等

三
浦星笹

本
中
村
石
岡
山
田
金
崎
荒
井
笠
原
待
寺
窪
田
近
藤
土
佐
伊
東

結
果

関連
記事

議案
第62号 令和6年度葉山町一般会計補正予算（第7号） 〇 〇

×
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 P3

議案
第63号

令和6年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算
（第3号） 〇 〇

〇
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 −

議案
第64号

令和6年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第2号） 〇 〇

〇
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 −

議案
第65号 令和6年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第2号） 〇 〇

〇
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 −

議案
第66号 令和6年度葉山町下水道事業会計補正予算（第2号） 〇 〇

〇
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 −

議案
第71号 葉山町消防団条例の一部を改正する条例 〇

〇
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決 P4

議会議案
第6-8号

葉山町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例 〇 〇

×
討
論

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
〇
討
論

〇
討
論

－ 可決 P4

陳情
第6-38号

防災広場の確保と災害時に備え道路幅が狭い場所の開
発には注意をし、緑地や空地を減らさないような政策を
お願いする 陳情

〇
討
論

×

× 〇
討
論

×
討
論

○

〇 × ×

〇

〇
〇
討
論

×
討
論

－ 採択 P4

陳情
第6-41号

トゥモローランド・ホテルの営業に向けた町道拡幅の早
期交渉開始を求める陳情書

×
討
論

× ○ ○ × ○
〇
討
論

× × ×
〇
討
論

〇
×
討
論

－不採択 P4

○は賛成　　×は反対　　◎は提案者　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

第 4 回定例会　表決結果

全 会 一 致 の 議 案 等 結
果

関連
記事

議案
第67号 葉山町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 −

議案
第68号 葉山町特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 −

議案
第69号 葉山町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 −

議案
第70号 葉山町介護保険給付費支払基金条例の一部を改正する条例 可決 P4

議案
第72号 第五次葉山町総合計画基本構想及び第１期基本計画の策定 可決 P4

議案
第73号 教育委員会委員の任命について 同意 −

議案
第74号 人権擁護委員の推薦について 同意 −

議案
第75号 人権擁護委員の推薦について 同意 −

議案
第76号 人権擁護委員の推薦について 同意 −

議案
第77号 令和６年度葉山町一般会計補正予算（第８号） 可決 P3

議会議案
第6-9号 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書 可決 P7

議会議案
第6-10号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し、すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書 可決 P7

議会議案
第6-11号 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める意見書 可決 P7

議会議案
第6-12号 国に私学助成の拡充を求める意見書 可決 P6

議会議案
第6-13号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 可決 P6

議会議案
第6-14号 葉山町議会の定例会の回数に関する条例の一部を改正する条例 可決 P4

陳情
第6-29号 安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処遇改善を求める陳情 採択 P7

陳情
第6-30号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情 採択 P7

陳情
第6-31号 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める陳情 採択 P7

陳情
第6-36号 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 採択 P6

陳情
第6-37号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 採択 P6



問
　
生
ご
み
資
源
化
処
理
施
設
の
稼
働
時
期
は
。

環
境
部
長
　
８
月
１
日
か
ら
だ
が
、
極
力
早
め
た
い
。

問
　
逗
子
市
と
の
調
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
２
度
逗
子
市
に
出
向
き
、
謝
罪
を
し
た
。
工
事

が
完
了
し
た
後
、
分
別
を
考
え
る
と
の
返
事
だ
っ
た
。

問
　
町
内
の
説
明
会
で
工
事
遅
延
の
話
を
し
て
い
な
い

が
、
ま
ず
は
町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長
　
担
当
に
は
説
明
を
指
示
し
て
い
る
。

問
　
葉
山
町
は
予
定
通
り
３
月
か
ら
分
別
を
開
始
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
集
め
た
生
ご
み
の
処
理
は
。

環
境
部
長
　
民
間
で
の
堆
肥
化
を
考
え
た
い
。

問
　
駐
車
場
を
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
た
の
で
、
土

地
利
用
貸
借
契
約
を
12
月
末
で
解
除
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
令
和
７
年
か
ら
の
会
館
利
用
は
。

政
策
財
政
部
長
　
数
カ
月
間
は
閉
館
と
な
る
。

問
　
堀
内
会
館
運
営
委
員
会
と
の
契
約
解
除
だ
が
、

次
の
受
け
皿
は
堀
内
会
館
再
建
準
備
会
か
。

政
策
財
政
部
長
　
管
理
運
営
の
権
限
の
引
き
継
ぎ
は
、

堀
内
会
館
運
営
委
員
会
の
判
断
に
委
ね
る
。

問
　
堀
内
会
館
運
営
委
員
会
代
表
と
同
再
建
準
備
会

と
の
、
財
産
問
題
等
を
解
決
す
る
た
め
の
面
談
は
。

政
策
財
政
部
長
　
１
月
に
３
者
協
議
を
す
る
。

問
　
条
例
遵
守
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長
　
遵
守
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。

問
　
道
路
の
拡
幅
が
条
例
通
り
に
で
き
な
け
れ
ば
、

協
定
を
結
ば
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
法
的
に
は
協
定
を
結
ば
な
い
と
「
不
作
為
」

と
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
　
一
色
平
松
の
開
発
地
で
の
水
問
題
は
、
ど
の
よ

う
な
処
置
を
事
業
者
に
講
じ
さ
せ
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
町
有
地
に
枡
を
造
り
、
そ
こ
に
水

を
集
め
排
水
設
備
に
流
す
計
画
だ
。

環
境
部
長

令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
だ
が
、

極
力
早
め
た
い

都
市
経
済
部
長

今
後
は
工
夫
し
た
い

問

　高
齢
者
の
外
出
支
援
や
町
民
の
交
流
の
た
め
、

公
園
に
ベ
ン
チ
を
増
や
し
て
ほ
し
い
が
。

都
市
経
済
部
長
　
現
在
は
66
の
公
園
等
に
137
基
あ
る
。

今
後
は
設
置
を
工
夫
し
た
い
。

問
　
ス
ー
パ
ー
や
大
型
店
舗
等
に
も
、
ベ
ン
チ
増
設

の
お
願
い
は
で
き
な
い
か
。
「
買
い
物
バ
ス
」
を
待

つ
間
の
居
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

都
市
経
済
部
長
　
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
下
水
道
や
道
路
等
の
担
当
課
に
、
女
性
職
員
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
現
在
の
男
女
比
が
7
対
3
で
、
理
系
や

土
木
関
係
に
男
性
比
率
が
高
い
事
情
が
あ
る
。

問
　
今
後
の
男
女
比
率
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

総
務
部
長
　
採
用
に
男
女
の
区
別
は
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
７
対
３
が
解
消
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。

問
　
一
色
平
松
の
開
発
の
状
況
は
。
た
ま
っ
た
水
を

町
の
雨
水
管
に
つ
な
ぐ
工
事
を
す
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
事
業
者
か
ら
実
施
施
行
承
認
が
上

が
っ
て
き
た
ら
、
工
事
を
行
う
流
れ
だ
。

問
　
道
幅
6m
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
大
規
模
開

発
は
認
め
な
い
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
憲
法
12
条
で
、

国
民
の
権
利
は
公
共
の
福
祉
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け

る
と
あ
る
が
。

町
長
　
既
に
建
築
基
準
法
な
ど
の
制
限
が
あ
る
。

問
　
放
課
後
の
利
用
状
況
や
本
の
貸
し
出
し
数
は
。

教
育
部
長
　
継
続
的
な
利
用
が
見
ら
れ
る
面
も
あ
る

が
、
貸
し
出
し
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

問

　一
人
で
亡
く
な
る
方
が
増
え
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
や
終
活
情
報
の
登
録
制
度
が
重
要
に
な
る
が
。

福
祉
部
長
　
終
活
の
理
解
促
進
を
図
る
。

町政を問う

一般質問一般質問
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は 60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

　各議員の枠内右下にある
QRコードを読み取ると議
会本会議での一般質問の動
画を観ることができます。
　また、過去に遡った質問
動画もご覧いただけます。

生
ご
み
資
源
化
処
理
施
設
P.10

公
園
ベ
ン
チ

学
び
の
多
様
化
学
校

学
校
の
給
食
費

訪
問
介
護
人
材
の
確
保

ご
み
収
集

緊
急
車
両
の
出
動

新
し
い
役
場
窓
口

ヤ
ス
デ
対
策

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
工
事

民
泊
の
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

P.10P.12P.12P.12P.14P.14P.14P.16P.16

金崎ひさ荒井直彦

P.16

星 加代子 山田由美近藤昇一 三浦大輝笹本貢史 待寺真司

子
ど
も
の
権
利
条
例

P.18

土佐洋子石岡実成 窪田美樹

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

学
校
図
書
室

開
発
問
題

職
員
の
男
女
比
率

堀
内
会
館

ま
ち
づ
く
り
条
例

中村和雄

生
ご
み
資
源
化

処
理
施
設
の
稼
働
は

生ごみ資源化処理施設建設工事

金
崎
ひ
さ

公
園
に
ベ
ン
チ
を

増
や
し
て
ほ
し
い
が

山
田
由
美

町内にもっとベンチを
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会
報
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定
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会
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レ
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問
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果
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告
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レ
ポ
ー
ト
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問
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結
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問

　全
国
で
学
び
の
多
様
化
学
校
（
不
登
校
特
例
校
）

の
設
置
が
、
公
教
育
に
お
い
て
も
進
展
し
て
い
る
が
。

教
育
部
長
　
鎌
倉
市
で
設
置
の
情
報
も
あ
り
、
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
学
校
の
中
で
様
々
な
子
ど
も
の
居
場
所

が
大
切
で
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
リ
ソ
ー
ス
ル

ー
ム
）
を
、
全
校
に
設
置
し
運
営
で
き
て
い
る
。
　

問
　
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
見
通
し
か
ら
義
務
教
育
学

校
を
１
校
新
設
し
、
自
ら
授
業
を
組
ん
で
先
生
を
選
べ

る
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
よ
う
な
葉
山
独
自
の
自
由

な
公
立
学
校
を
１
校
、
改
修
・
整
備
し
て
は
。

教
育
部
長
　
現
在
南
郷
・
葉
山
中
学
校
区
で
小
中
一
貫

校
を
建
設
す
る
計
画
を
策
定
中
だ
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
縮
小
の
時
代
で
は
見
直
す
可
能
性
も
あ
る
。

問

　怪
我
へ
の
対
応
な
ど
動
物
病
院
と
の
協
定
を
。

総
務
部
長
　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
応
は
大
切
だ
。
獣
医

師
会
の
皆
様
と
議
論
を
交
わ
す
機
会
を
持
ち
た
い
。

問
　
災
害
時
宿
泊
費
助
成
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
も
。

町
長
　
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
ペ
ッ
ト
共
生
社

会
、
避
難
所
同
行
避
難
の
一
環
と
し
て
検
討
す
る
。

問

　現
時
点
で
の
財
政
状
況
と
、
第
五
次
葉
山
町
総

合
計
画
基
本
構
想
期
間
16
年
間
の
財
政
見
通
し
は
。

町
長
　
町
税
収
入
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
学
校

再
整
備
や
公
共
施
設
の
更
新
整
備
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
社
会
を
踏
ま
え
収
支
見
通
し
を
推
計
し
、
葉

山
町
中
期
財
政
計
画
を
、
６
年
度
中
に
策
定
す
る
。

問
　
見
通
し
を
立
て
る
際
、
人
件
費
は
重
要
。
国
の

地
域
手
当
見
直
し
で
当
町
は
３
級
地
12
％
。
政
令
市

や
藤
沢
・
厚
木
市
は
２
級
地
16
％
で
、
近
隣
自
治
体

は
人
材
確
保
に
向
け
16
％
で
と
の
情
報
も
あ
る
。
10

％
予
算
計
上
を
町
長
査
定
で
見
直
し
の
検
討
を
。

町
長
　
町
独
自
の
判
断
も
可
能
と
思
う
。
財
政
当
局

や
組
合
交
渉
次
第
で
12
％
を
目
指
し
て
対
応
す
る
。

教
育
部
長

鎌
倉
市
で
設
置
す
る
情
報
も
あ
り
、

関
心
を
持
っ
て
い
る

教
育
部
長

国
、
近
隣
の
情
報
等
、

対
応
を
考
え
る

問

　小
規
模
訪
問
介
護
事
業
所
の
倒
産
が
増
え
て
い
る
。

今
後
働
き
手
が
減
少
す
る
中
、
他
産
業
よ
り
賃
金
の
低

い
介
護
事
業
に
人
材
が
集
ま
る
か
心
配
だ
が
。

福
祉
部
長
　
町
と
し
て
も
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。
事

業
者
と
の
関
係
を
つ
く
り
、
介
護
が
崩
壊
し
な
い
よ
う

国
・
県
と
一
体
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

問

　認
知
症
に
対
す
る
間
違
っ
た
理
解
が
、
認
知
症

の
人
の
生
き
づ
ら
さ
や
介
護
者
の
負
担
を
大
き
く
し

て
い
る
。
町
内
に
い
る
と
推
計
さ
れ
る
約
２
７
０
０

人
の
認
知
症
と※

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
の
人
権
を
守
り
、
住

み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
取
組
み
を
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
と
考

え
て
い
る
。
年
明
け
に
、
講
演
会
を
計
画
し
て
い
る
。

※

軽
度
認
知
障
害

問

　第
２
次
地
域
福
祉
推
進
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
に

あ
っ
た
小
地
域
福
祉
活
動
の
専
用
拠
点
の
整
備
が
、

第
３
次
プ
ラ
ン（
案
）の
課
題
に
入
っ
て
い
な
い
が
。

福
祉
部
長
　
専
用
拠
点
と
な
る
と
維
持
管
理
費
の
問

題
も
出
て
く
る
。
町
内
会
館
や
民
間
事
業
所
の
会
議
室

等
を
借
り
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
助
け
合
い
、
支
え
合

い
、
協
議
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
中
で
活
動

と
拠
点
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
専

用
拠
点
が
必
要
な
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。

問
　
２
０
４
０
年
に
は
生
産
年
齢
人
口
が
２
割
減
っ

て
、
人
手
不
足
が
加
速
す
る
。
行
政
の
場
合
、
確
保

の
た
め
と
賃
金
を
勝
手
に
上
げ
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

仕
事
の
魅
力
と
将
来
性
を
訴
え
る
一
方
、
生
き
生
き

と
し
た
職
場
に
す
る
鍵
は
町
長
に
あ
る
と
思
う
が
。

町
長
　
職
員
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、
国
民
の
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
、
働
き
方
の
自
由
さ

等
々
議
論
を
交
わ
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長

介
護
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
国
・
県
と

一
体
的
に
取
組
ん
で
い
く

小
地
域
福
祉
活
動
の
専
用
拠
点
の
整
備

人
口
減
少
に
備
え
た
町
政
運
営

財
政
見
通
し

災
害
発
生
時
の
ペ
ッ
ト
対
策

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
良
い
葉
山
に

新設予定の義務教育学校のイメージ
※出典（株）日本設計プロポーザル提案資料

福岡県大木町の紙おむつ回収BOX

「広報葉山」の認知症特集
(令和５年12月号)

問

　給
食
費
無
償
化
す
る
県
内
自
治
体
増
の
反
面
、

物
価
高
騰
で
給
食
費
値
上
げ
も
あ
る
。
国
交
付
金
を

活
用
し
て
保
護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
取
組
み
を
。

教
育
部
長
　
国
、
近
隣
の
情
報
等
、
対
応
を
考
え
る
。

問
　
国
交
付
金
を
活
用
し
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
。

教
育
部
長
　
学
校
と
し
て
利
用
し
な
く
な
る
体
育
館

等
、
学
校
整
備
基
本
構
想
で
方
向
性
を
決
め
た
い
。

問

　住
宅
火
災
死
亡
者
の
７
割
以
上
が
高
齢
者
と
い

う
。
早
期
発
見
・
通
報
に
火
災
報
知
機
設
置
助
成
を
。

消
防
長
　
町
内
の
火
災
は
５
年
間
で
21
件
、
内
４
件

が
高
齢
者
在
住
世
帯
だ
。
設
置
の
周
知
に
取
組
む
。

問
　
補
聴
器
助
成
も
だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
聴

こ
え
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
講
座
へ
の
取
組
み
を
。

福
祉
部
長
　
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
取
組
み
た
い
。

問
　
意
識
の
醸
成
に
防
災
グ
ッ
ズ
の
常
設
展
示
を
。

総
務
部
長
　
目
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
検
討
し
た
い
。

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画
策
定
者
が
増
え

て
き
て
い
る
。
実
際
に
避
難
訓
練
実
施
が
重
要
だ
が
。

総
務
部
長
　
残
念
な
が
ら
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
発
災
後
の
災
害
廃
棄
物
処
理
が
復
旧
・
復
興
の

速
さ
に
繋
が
っ
て
い
く
。
計
画
の
検
証
や
見
直
し
は
。

環
境
部
長
　
で
き
た
ば
か
り
で
ま
だ
詰
め
て
い
な
い
。

問
　
生
ご
み
分
別
収
集
で
は
、
当
初
か
ら
紙
お
む
つ

の
問
題
を
訴
え
て
き
た
が
後
回
し
だ
。
登
録
制
戸
別

収
集
や
、
拠
点
収
集
で
は
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
も
対
応
を
。

環
境
部
長
　
収
集
開
始
後
に
実
証
実
験
と
し
た
い
。

問
　
レ
ジ
袋
を
利
用
し
た
生
ご
み
分
別
の
説
明
か
ら
、

町
の
姿
勢
は
「
レ
ジ
袋
推
奨
」
と
も
取
れ
る
。
袋
の

透
明
度
説
明
は
、
生
ご
み
異
物
混
入
確
認
の
為
で
は
。

環
境
部
長
　
生
活
状
況
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
申
し

訳
な
い
が
透
明
袋
で
見
え
る
形
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

防
災
・
減
災
・
発
災
後
の
取
組
み

紙
お
む
つ
等
収
集
へ
の
対
応

学
び
の
多
様
化
学
校

（
不
登
校
特
例
校
）の
設
置
を

待
寺
真
司

窪
田
美
樹

給
食
費
に
は
、
保
護
者
の

負
担
が
増
え
な
い
取
組
み
を

訪
問
介
護
人
材
の

確
保
が
心
配
だ
が

中
村
和
雄

議会だより 第159号 令和7年1月23日発行議会だより 第159号 令和7年1月23日発行

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

新
年
の
あ
い
さ
つ

定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

1213

新
年
の
あ
い
さ
つ



問

　お
む
つ
や
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
な
ど
臭
気
ご
み
を
出

さ
れ
る
方
へ
の
対
策
案
が
な
い
ま
ま
、
燃
や
す
ご
み

収
集
が
週
１
回
と
な
る
こ
と
に
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

環
境
部
長
　
多
数
の
議
員
か
ら
は
ご
奨
励
い
た
だ
い

た
。
３
月
の
収
集
開
始
後
に
対
策
を
考
え
て
い
く
。

問
　
こ
れ
ま
で
検
証
す
る
時
間
は
あ
っ
た
と
思
う
が
。

環
境
部
長
　
個
々
の
ご
意
見
は
あ
る
か
と
思
う
。

問
　
週
２
回
体
制
は
、
約
２
６
０
０
万
円
の
追
加
歳

出
で
維
持
で
き
、
財
政
負
担
上
も
問
題
な
く
取
組
め

る
。
週
１
回
で
は
、
保
管
容
器
や
消
臭
剤
等
を
購
入

す
る
方
も
増
え
、
町
民
に
負
担
が
掛
か
る
想
定
だ
が
。

環
境
部
長
　
仮
定
で
は
、
町
民
負
担
を
お
願
い
す
る

形
に
な
り
、
金
額
的
に
は
そ
の
く
ら
い
だ
と
思
う
。

問
　
財
政
負
担
が
問
題
で
あ
れ
ば
、
有
料
ご
み
袋
を

導
入
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
も
検
討
で
き
る
の
で
は
。

環
境
部
長

今
は
分
別
後
に
保
管
す
る

場
所
が
な
い

消
防
長

救
急
車
利
用
が
有
料
に
な
っ
た

訳
で
は
な
い

問

　３
つ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
、
愛
称
「
は
や
ま
ｒ

ａ
ｋ
ｕ
っ
と
窓
口
」
に
よ
り
役
場
窓
口
は
ど
の
よ
う

に
便
利
に
な
る
か
。

総
務
部
長
　
こ
の
取
組
み
は
令
和
４
年
か
ら
各
窓
口

課
の
若
手
職
員
が
会
議
を
重
ね
、
国
の
後
押
し
も
あ

っ
て
実
現
し
た
。
第
一
に
、
窓
口
の
番
号
案
内
が
一

元
化
さ
れ
る
。
第
二
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

っ
て
、
証
明
書
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
支
払

い
は
窓
口
）
。
第
三
は
、
従
来
、
名
前
や
生
年
月
日
、

住
所
な
ど
を
書
類
に
何
度
も
記
入
し
て
い
た
が
、
電

子
化
に
よ
る
情
報
共
有
で
本
人
に
よ
る
確
認
サ
イ
ン

の
み
に
す
る
。
必
要
な
入
力
は
職
員
が
行
う
。
利
用

者
、
職
員
、
ど
ち
ら
も
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
事
務
処

理
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
が
改
正
点
だ
。

問
　
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
状
況
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
時
の
料
金
割
引
は
。

総
務
部
長
　
コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
で
課
税
証
明
、
所
得

証
明
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
の
写
し
が
可
能
だ
。
申

請
率
は
約
20
％
、
5
6
0
0
件
。
料
金
は
窓
口
と
同

額
だ
。
割
引
を
し
て
い
る
事
例
を
調
査
し
検
討
す
る
。

問
　
海
外
で
は
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
法
的

規
制
を
設
け
る
方
向
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長
　
デ
ジ
タ
ル
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
必
要
だ
。

情
報
に
対
す
る
共
感
と
真
性
、
正
し
い
か
間
違
っ
て

い
る
か
の
問
い
を
明
確
に
教
育
し
て
い
く
べ
き
。
同

時
に
保
護
者
教
育
や
ツ
ー
ル
活
用
も
進
む
だ
ろ
う
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
や
救
助
訓
練
は
。

教
育
部
長
　
保
健
の
授
業
の
ほ
か
、
中
学
で
は
学
校

ご
と
に
消
防
署
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
ペ
ッ
ト
の
ケ
ー

ジ
の
利
活
用
、
ペ
ッ
ト
ロ
ス

総
務
部
長

窓
口
案
内
の
一
元
化
、証
明
書
の

セ
ル
フ
機
導
入
、書
か
な
い
窓
口
だ

（総務省消防庁ホームページより引用）

役場窓口の新しい端末

問
　
他
県
で
は
急
を
要
し
な
い
救
急
搬
送
の
療
養
選

定
費
負
担
が
始
ま
っ
た
。
呼
び
控
え
は
生
じ
な
い
か
。

消
防
長
　
救
急
車
利
用
は
有
料
に
な
っ
た
訳
で
は
な

い
。
診
察
の
中
で
一
定
額
を
徴
収
す
る
仕
組
み
。
救

急
搬
送
に
あ
た
る
案
件
で
あ
る
か
否
か
を
相
談
す
る

ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
７
１
１
９
」
も
始
ま
っ
た
。
本
当
に

緊
急
性
の
高
い
搬
送
を
優
先
し
て
い
く
。

問

　介
護
保
険
料
と
利
用
状
況
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

福
祉
部
長
　
介
護
保
険
料
を
抑
え
る
、
と
い
う
視
点

か
ら
は
介
護
予
防
に
力
を
置
い
て
施
策
を
進
め
る
。

現
状
把
握
を
し
、
相
談
窓
口
等
と
連
携
す
る
。

問
　
総
合
計
画
の
中
で
の
自
殺
対
策
の
位
置
づ
け
は
。

町
長
　
様
々
な
状
況
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
。
い
ろ

い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
。

問
　
孤
独
・
孤
立
化
し
た
人
の
住
居
確
保
対
策
は
。

福
祉
部
長
　
低
所
得
の
方
に
は
町
営
住
宅
、
家
主
が

貸
し
づ
ら
い
制
度
改
正
、
法
改
正
も
さ
れ
展
開
し
て

い
る
。
小
さ
く
な
い
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
差
別
解
消
条
例
の
制
定
は
検
討
し
て
い
る
か
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
は
考
え
て
お
ら
ず
、
県
条
例
、

町
の
計
画
等
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
。

問
　
震
災
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
細
か
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し

て
い
な
い
が
、
電
柱
を
地
中
化
し
た
も
の
は
大
分
減

災
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
は
あ
る
。

問
　
前
回
質
問
し
た
敷
地
の
修
繕
の
進
捗
は
。

政
策
財
政
部
長
　
工
法
を
検
討
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
で
ど
う
か
、
と
い
う
７
年
度
予
算
を
計
上
予
定
だ
。

環
境
部
長
　
協
議
中
で
、
将
来
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。

問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
工
期
が
８
月
ま
で
遅
れ
て

い
る
な
ら
ば
、
新
収
集
体
制
の
開
始
も
遅
ら
せ
て
は
。

環
境
部
長
　
町
民
の
分
別
意
識
を
向
上
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
３
月
開
始
に
向
け
進
め
て
い
く
。

問
　
分
別
収
集
の
開
始
時
期
が
遅
れ
る
と
意
識
が
下

が
っ
て
、
町
民
が
分
別
し
な
く
な
る
と
い
う
意
味
か
。

環
境
部
長
　
２
市
１
町
の
計
画
で
進
め
て
お
り
、
一

刻
も
早
く
燃
や
す
ご
み
を
減
ら
し
た
い
思
い
だ
。

問
　
こ
こ
ま
で
燃
や
す
ご
み
週
１
収
集
に
反
対
す
る

の
は
議
員
で
た
っ
た
一
人
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ

思
い
の
多
く
の
町
民
の
声
を
代
弁
し
て
い
る
の
だ
が
。

町
長
　
課
題
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

問
　
誰
も
取
り
残
さ
な
い
方
策
で
進
め
て
ほ
し
い
が
。

町
長
　
合
理
性
が
な
く
、
多
少
費
用
が
か
か
っ
て
も

行
う
こ
と
が
葉
山
町
の
心
だ
と
思
っ
て
続
け
て
い
く
。

問
　
色
別
収
集
さ
れ
た
ビ
ン
は
最
終
的
に
全
て
混
ぜ

ら
れ
て
お
り
、
分
別
の
必
要
自
体
が
な
い
の
で
は
。

環
境
部
長
　
分
別
後
に
保
管
す
る
場
所
が
な
い
。

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

子
ど
も
た
ち
の
安
全

介
護
保
険
事
業
計
画

自
殺
対
策
・
孤
独
孤
立
対
策

障
害
者
福
祉
、
条
例
制
定
の
予
定

防
災
の
観
点
か
ら
の
無
電
柱
化
進
捗
状
況

上
山
口
会
館
敷
地
の
修
繕

笹
本
貢
史

急
を
要
し
な
い
救
急
搬
送
の

療
養
選
定
費
負
担
が
始
ま
っ
た
。

呼
び
控
え
は
生
じ
な
い
か

ごみ政策への提案を
まとめた自作資料

役
場
窓
口
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か

星
加
代
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収
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ビ
ン
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最
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ぜ
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て
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問

　ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
被
害
の
相
談
件
数
は
。

環
境
部
長
　
町
民
か
ら
22
件
ほ
ど
相
談
が
あ
る
。

問
　
町
と
し
て
推
進
し
て
い
る
対
策
は
、
畔
シ
ー
ト

を
配
布
し
、
設
置
を
す
る
方
向
性
で
い
い
の
か
。

環
境
部
長
　
町
民
に
畔
シ
ー
ト
を
配
布
し
、
効
果
を

検
証
し
て
い
る
。
現
在
、
７
軒
に
配
布
を
し
た
。

問
　
町
で
保
有
し
て
い
る
畔
シ
ー
ト
は
70
セ
ッ
ト
で
、

１
セ
ッ
ト
20
ｍ
と
聞
い
て
い
る
。
配
布
先
に
何
セ
ッ

ト
を
配
布
し
た
の
か
。

環
境
部
長
　
15
セ
ッ
ト
を
７
軒
に
配
布
し
た
。
内
６

軒
で
は
、
畔
シ
ー
ト
の
効
果
が
あ
る
と
あ
っ
た
が
、

１
軒
だ
け
効
果
が
見
受
け
ら
れ
な
い
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

問
　
そ
の
後
の
町
の
対
応
は
。

環
境
部
長
　
担
当
者
の
聞
き
取
り
で
、
当
初
の
設
置

環
境
部
長

22
件
ほ
ど
相
談
が
あ
る

町
長最

も
遅
く
て
８
月
１
日
か
ら

本
格
稼
働
と
な
る
見
込
み

問

　住
民
か
ら
民
泊
で
の
騒
音
等
の
苦
情
に
つ
い
て

の
投
書
が
あ
っ
た
。
町
内
の
民
泊
件
数
は
。

政
策
財
政
部
長
　
現
在
把
握
し
て
い
る
の
は
28
軒
。

町
に
も
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
、
相
談
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
保
健
所
に
回
す
。

問
　
規
制
条
例
が
で
き
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長
　
保
健
所
が
な
い
と
で
き
な
い
。
近

隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
お
願
い
の
通
知

を
、
消
防
か
ら
送
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問
　
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
町
と
し

て
も
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長
　
葉
山
と
い
う
名
前
を
消
費
し
よ
う
と
い
う
方

も
い
る
。
何
か
規
制
で
き
る
状
態
を
、
町
と
し
て
主

体
的
に
発
信
を
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
　
入
札
結
果
で
は
、
分
か
る
は
ず
の
な
い
予
定
価

格
と
100
％
一
致
す
る
入
札
が
あ
る
。
一
方
で
予
定
価

格
の
50
％
以
下
の
低
価
格
入
札
も
散
見
す
る
。
予
定

価
格
の
事
前
公
表
と
、
最
低
制
限
価
格
の
設
定
を
す

べ
き
で
は
。

副
町
長
　
他
団
体
の
状
況
を
勉
強
し
た
い
。

問
　
葉
山
町
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。

政
策
財
政
部
長
　
累
計
で
10
件
金
額
で
２
８
３
２
万

５
千
円
。
10
件
中
５
件
が
名
前
と
金
額
が
非
公
表
。

利
潤
を
追
求
す
る
の
が
企
業
の
使
命
。
匿
名
で
は
企

業
の
Ｐ
Ｒ
も
で
き
な
い
。
匿
名
の
寄
附
に
は
何
ら
か

の
意
図
を
感
じ
る
。
福
島
県
国
見
町
で
は
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
め
ぐ
り
事
件
が
起
き
て
い
る
。

町
長
　
葉
山
で
は
、
決
し
て
悪
い
つ
な
が
り
は
な
い
。

問
　
逗
子
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て

い
る
。
葉
山
で
も
行
う
べ
き
で
は
。

町
長
　
逗
子
市
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

町
長町

と
し
て
主
体
的
に
発
信
す
る

方
策
を
検
討
し
た
い

企業版ふるさと納税のパンフレット

問

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
工
事
で
、
完
成
が

４
、
５
カ
月
遅
れ
る
と
い
う
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　
最
も
遅
く
て
８
月
１
日
か
ら
本
格
稼
働
と
な

る
。
あ
く
ま
で
予
定
で
あ
り
、
早
期
竣
工
を
目
指
す
。

問
　
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
の
町
民
へ
の
周
知
は
。

環
境
部
長
　
町
民
の
皆
様
に
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
報

告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
常
々
思
っ
て
い
る
。

問
　
業
者
に
逗
子
と
鎌
倉
へ
の
補
償
を
求
め
る
の
か
。

町
長
　
町
の
顧
問
弁
護
士
に
相
談
す
る
。
先
方
と
意

見
が
擦
り
合
わ
な
い
状
態
に
は
、
県
の
仲
介
で
紛
争

調
停
に
入
る
機
関
が
あ
る
。

問

　

※

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満
た
す
取
組
み
は
。

町
長
　
趣
旨
を
踏
ま
え
て
必
要
な
改
定
を
行
い
、
避

難
所
運
営
に
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
、
ス
フ
ィ
ア

基
準
の
理
念
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
。

※

人
道
憲
章
と
人
道
対
応
に
関
す
る
国
際
的
な
最
低
基
準

問
　
災
害
時
に
温
か
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
協
議
会
な
ど
と
提
携
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
　※

Ｔ
Ｋ
Ｂ
に
絡
め
研
究
を
重
ね
、
民
間

の
団
体
の
方
々
と
ぜ
ひ
話
を
進
め
た
い
。

※

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド

問
　
堀
内
防
災
広
場
の
有
効
利
活
用
は
。

町
長
　
平
時
も
積
極
的
な
活
用
を
行
う
べ
く
、
時
間

貸
し
駐
車
場
と
し
て
新
た
な
運
用
を
模
索
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
支
援
バ
ン
ダ
ナ
を
作
成
し
て
み
て
は
。

総
務
部
長
　
避
難
所
の
備
品
に
入
れ
る
の
も
取
組
み

の
一
つ
。
情
報
収
集
し
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

問
　
「
障
害
児
者
の
た
め
の
制
度
案
内
」
の
周
知
は
。

福
祉
部
長
　
視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
も
情
報
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
音
声
版
や※

デ

イ
ジ
ー
方
式
で
の
作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

※

本
や
資
料
を
「
誰
で
も
読
み
や
す
く
す
る
」
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
本
の
作
り
方

問
　
日
常
生
活
用
具
給
付
基
準
額
の
見
直
し
は
。

福
祉
部
長
　
当
事
者
の
声
や
市
場
価
格
の
変
動
、
他

自
治
体
の
設
定
金
額
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

に
不
備
が
あ
っ
た
で
は
な
い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

問
「
南
郷
中
学
校
か
ら
逗
子
駅
行
き
」
の
京
急
バ
ス

の
待
機
場
に
、
令
和
５
年
５
月
に
残
土
、
産
業
廃
棄

物
が
放
置
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
の
状
態
だ
が
、

何
か
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

政
策
財
政
部
長
　
残
念
な
が
ら
、
毎
年
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
る
状
況
で
、
神
奈
川
県
と
連
携
を
し
て
監
視

カ
メ
ラ
設
置
に
向
け
て
要
望
を
上
げ
て
い
く
。

問
　
三
浦
市
で
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
市
民
か
ら
の
不
法
投
棄
通
報
を
導
入
し
て
い
る
が
、

葉
山
町
で
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
三
浦
市
か
ら
の
情
報
も
確
認
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
る
。

問
　
残
土
を
処
理
し
、
白
線
を
引
い
て
南
郷
上
ノ
山

公
園
の
第
３
の
駐
車
場
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長 

気
持
ち
は
大
変
良
く
わ
か
る
が
、
駐
車
場
と

い
う
活
用
も
一
つ
の
案
と
思
っ
て
い
る
。
何
か
し
ら

の
解
決
策
が
な
い
か
検
討
に
入
り
た
い
。

入
札
制
度

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

防
災
の
さ
ら
な
る
対
応

不
法
投
棄

誰
も
取
り
残
さ
な
い
優
し
い
社
会

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

再
整
備
工
事
の
進
捗
は

民家に設置した畔シート

民
泊
の
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
対
応
は

ヤ
ス
デ
被
害
の
相
談
件
数
は

荒
井
直
彦

近
藤
昇
一

土
佐
洋
子

完成が遅れる
生ごみ資源化処理施設

ア
ゼ
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新
年
の
あ
い
さ
つ

問
　
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
の
必
要
性
な
ど
、
協

議
す
べ
き
と
考
え
る
が
各
課
の
意
向
は
。

福
祉
部
長
　
令
和
７
年
施
行
予
定
の
「
こ
ど
も
計

画
」
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
も
明
記

さ
れ
る
の
で
充
分
補
え
る
と
考
え
る
。

教
育
部
長
　
子
ど
も
ま
ん
中
社
会
は
教
育
委
員
会
と

し
て
も
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
上
で
、
町
部

局
や
地
域
の
皆
様
と
の
協
議
は
必
要
と
考
え
る
。

町
長
　
未
来
永
劫
、
子
ど
も
を
大
切
に
し
た
町
に
す

る
こ
と
は
大
前
提
に
あ
る
上
で
、
仮
に
条
例
化
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
条
文
に
は
魂
が
入
っ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
意
味
を
な
さ
ず
、
慎
重
を
期
す
べ
き
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
が
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は

葉
山
町
の
課
題
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
い
く
。

問
　
今
任
期
内
で
町
長
自
身
が
目
標
と
し
て
い
る
、

子
ど
も
に
特
化
し
た
機
構
改
革
の
進
捗
度
は
。

町
長
　
先
進
事
例
を
研
究
し
つ
つ
模
索
中
だ
。

問
　
ク
リ
エ
イ
ト
と
ロ
ー
ソ
ン
付
近
を
結
ぶ
横
断
歩

道
の
設
置
を
、
強
力
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

政
策
財
政
部
長
　
再
三
要
望
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、

県
警
か
ら
良
い
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問
　
三
浦
半
島
中
央
道
北
側
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
予
定

が
見
え
た
中
で
は
、
南
郷
交
差
点
の
改
良
は
、
単
独

案
件
と
し
て
改
め
て
県
へ
提
案
し
て
ほ
し
い
が
。

政
策
財
政
部
長
　
議
員
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

ト
ー
タ
ル
的
な
交
差
点
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話
を

詰
め
て
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
　
中
学
校
給
食
時
間
、
町
民
窓
口
Ｄ

Ｘ
化
の
進
捗
、
地
域
防
災
力
の
強
化
事
例

福
祉
部
長

令
和
７
年
よ
り
施
行
予
定
の

「
こ
ど
も
計
画
」
で
充
分
補
え
る

子
ど
も
に
特
化
し
た
役
場
の
組
織
改
革

県
道
３
１
１
号
線
の
交
通
・
渋
滞
対
策

町
村
議
会
議
員
研
修
会

気
に
な
る
陳
情
の
ゆ
く
え

.

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
の

必
要
性
は

石
岡
実
成

　
「
こ
れ
ま
で
の
私
の
『
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
公
務
員
人
生
』
と
現
場

で
の
実
践
経
験
の
中
か
ら
『
流
し
の

公
務
員
〈
共
創
〉
の
流
儀
』
と
い
う

演
題
で
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
い
う
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　
「
流
し
の
公
務
員
」
と
は
、
求
め
に

応
じ
て
各
地
を
渡
り
歩
き
、
単
身
地

方
行
政
の
現
場
に
飛
び
込
み
、
関
係

者
を
巻
き
込
み
、
そ
の
自
治
体
の
潜

在
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
問
題
を

解
決
し
て
い
く
「
行
政
の
職
人
」
を
意

味
す
る
ご
自
分
の
造
語
だ
そ
う
で
す
。

　
自
治
体
の
現
場
で
ト
ッ
プ
を
補
佐

し
、
問
題
状
況
を
整
理
、
戦
略
や
実

行
計
画
を
組
み
立
て
、
国
の
政
策
の

意
図
を
理
解
し
な
が
ら
、
執
行
状
況

を
管
理
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ
く

る
高
度
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ

移
行
し
て
い
く
日
本
に
は
、
そ
う
い

う
役
回
り
を
す
る
人
間
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
自
分
自
身

が
「
流
し
の
公
務
員
」
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　
愛
知
県
常
滑
市
の
二
つ
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ

目
は
「
ご
み
減
量
化
推
進
会
議
」
の

運
営
の
プ
ロ
セ
ス
、
二
つ
目
は
常
滑

市
民
病
院
の
再
生
と
新
病
院
建
設
に

お
け
る
「
100
人
会
議
」
の
運
営
の
実

例
で
し
た
。

　
事
例
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
徹

底
し
た
情
報
公
開
と
市
民
と
の
対
話
に

よ
っ
て
、
地
域
を
共
に
創
り
上
げ
て
い

く
「
共
創
」
の
考
え
方
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
最
近
で
は

行
政
の
手
法
と
し
て
も
当
た
り
前
に
な

り
つ
つ
運
営
の
仕
方
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
、
お
仕
着
せ
や
ア
リ
バ
イ
作
り
で
は

な
い
徹
底
し
た
議
論
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
葉
山
町
で
も
小
中
学
校
の
再
編
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ど

う
町
民
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
り
、
参
考
と
な
る
講
演
で

し
た
。

議
長
　
　
伊
東
　
圭
介

　
透
析
者
・
障
が
い
児
者
が
負
担

な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
求

め
て
い
る
も
の
。

【
処
理
状
況
】
　
（
福
祉
課
）

　
令
和
７
年
度
も
、
６
年
度
と
同

様
に
予
算
要
求
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
券
の
利
用
方
法
等
、

一
部
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
お
け
る
「
重
度
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
の
継
続

に
つ
い
て
の
陳
情

令
和
７
年
度
に
お
け
る
透
析
治
療

へ
の
通
院
困
難
者
に
対
す
る
「
通

院
支
援
」
の
継
続
に
つ
い
て
の
陳

情
（
議
会
だ
よ
り
158
号
P11
参
照
）

「
流
し
の
公
務
員
、
霞
が
関
か
ら
現
場
の
旅
へ
」

常
滑
市
副
市
長
　
山
田
朝
夫
　
氏

自作の県道311号線への横断歩道設置と
南郷交差点改良イメージ
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　十
年
ひ
と
昔
か
ら
、
よ
り
早
い

時
代
の
変
化
に
、
環
境
破
壊
、
紛

争
、
貧
困
な
ど
、
世
界
の
社
会
問

題
は
複
雑
に
絡
み
合
い
解
決
に
至

ら
ず
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

や
人
々
の
穏
や
か
な
時
を
妨
げ
て

い
ま
す
。

　そ
ん
な
中
、
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
が
、
被
爆
者
の
立

場
か
ら
世
界
に
被
爆
の
実
相
、
核

兵
器
の
非
人
道
性
、
核
兵
器
廃
絶

を
訴
え
て
き
た
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
葉
山
町
議
会
は
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
」
に
関
す
る
決

議
を
上
げ
て
い
ま
す
。
広
島
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
も
批

准
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
世
界
に
働

き
か
け
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

　葉
山
で
育
ち
、
子
育
て
を
し
、

孫
育
ち
を
し
て
い
る
私
も
60
歳
、

還
暦
を
迎
え
ま
す
。
何
を
す
る
に

も
体
力
第
一
、
運
動
ゼ
ロ
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
孫
と
走
れ
る
よ
う
新

年
の
抱
負
に
「
体
力
づ
く
り
」
を

掲
げ
ま
し
た
。

　皆
様
に
と
っ
て
希
望
の
年
と
な

る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

1
月
吉
日
　窪
田
美
樹
　記

発
行
／
葉
山
町
議
会
　
〒
240-0192　

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
2135

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
発
行
日
／
令
和
7
年
1
月
23
日
　
TEL.046-876-1111

議
会
だ
よ
り
　
15
9
号

議

　長

　伊
東

　圭
介

議
会
広
報
常
任
委
員
会

荒
井

　直
彦

　
　窪
田

　美
樹

三
浦

　大
輝

　
　星

　加
代
子

石
岡

　実
成

　
　山
田

　由
美

笠
原

　俊
一

編

後
集

記

定例会のスケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。

次回定例会は… 2/12-3/21 の予定です。

2/12（水）
3/14（金）

3/17（月）
3/18（火）
3/19（水）

2/20（木）
2/21（金）
2/25（火）

2/26（水）
2/27（木）
3/3（月）

3/10（月） 2/18（火）
2/19（水）

3/4（火）
3/5（水）
3/6（木）

録音版議会だより
議会だよりは音声データを作成
しています。ご希望の方は議会
事務局までご連絡ください。

♬

議会のライブ・録画中継はスマートフォン、
タブレットでも視聴できます。

視聴は
こちら

議会ホームページのトップの
Googleカレンダーから、
最新の議会日程が確認できます。

議案審議 一般質問 各常任委員会

議会運営委員会 総括質問予算特別委員会

3/7（金）クリーンセンター再整備に関する特別委員会

まちづくりに、皆さんのご意見を
お聞かせください。

※お車でお越しの方は役場駐車場をご利用ください。

2月2日（日） 10時～12時
教育総合センター会議室（町役場横）

日時
場所

申し込みは不要ですので、お気軽に会場へお越しください。

③交通①ごみ

②子育て

台風の影響により、中止となった振替開催です。

④公共施設
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